
 
 

 

 

 

 

民間施設を活用した学校水泳授業のモデル実施 

～インストラクターによる指導により児童の意欲と泳力の向上を目指して～ 

 

尼崎市は、民間施設を活用した学校水泳授業をモデル実施します。 

学校水泳授業の実施に際し、近年の厳しい暑さによる熱中症リスクの高まりや、急な天候不順に

より授業が中止となるなど、水泳授業回数の確保が困難になる事例や、児童の安全対策や施設の維

持管理に係る教員の負担が大きな課題となっています。また、本市のプール施設の老朽化が進んで

いることから、施設の維持管理についても併せて検証する必要性が生じています。 

より充実した学校水泳授業の在り方や、継続した学校水泳授業の在り方を検討する方法の１つと

して、民間施設を活用した学校水泳授業のモデル実施を６月３日より行います。 

民間施設を活用することで、安全面・衛生面の確保による教員の負担軽減や、インストラクター

からの直接指導による児童の泳力向上や教員の指導力向上が期待できるとともに、これまでに比べ

長期間の授業実施が可能となります。 

なお、モデル実施については、学校プール施設の設置後 60年以上の市内の４校（潮小学校・成

文小学校・下坂部小学校・明城小学校）で行います。 

本事業を通じて、学校水泳授業の民間委託を踏まえた効果的・効率的な授業の在り方の検証を行

います。 

 

１ 概要 

【民間施設を活用した水泳授業】 

学校から教員が引率して民間施設に移動し、民間施設のインストラクター1 名につき、児童 15

名程度のグループに分けて水泳指導を行います。 

教員は児童と一緒にプールに入って指導したり、プールサイドから児童の学習状況を観察した

りすることで評価を行います。 

また、プールサイドから監視する職員も配置し、児童の安全管理も行います。 

 
２ モデル校 

 ・明城小学校(尼崎市立屋内プール サルーススイミング) 

 ・潮小学校(セントラルウェルネスクラブあまがさき) 

 ・成文小学校(マックスポーツ武庫川) 

 ・下坂部小学校(コパンスイミングスクール塚口) 

 

３ 取材 

  取材を希望される場合は５月３０日までにご連絡ください。日程・場所については改めてこち

らからご連絡いたします。 

以 上   

令和７年５月２０日 

所 属 学校教育課 

所属長 民谷 洋二 

電 話 06－4950－5685 



学校水泳授業の民間施設活用モデル事業の概要について
学校水泳授業の民間施設活用モデル事業は、6月から開始する学校の水泳授業について徒歩で移動しやす
いといった本市の実情に合った効果的・効率的な授業の在り方の検証を目的に開始する事業です。

〜主な事業内容（概要）〜

１ ２

３ ４

潮小学校
セントラルウエルネスクラブあまがさき（6月3日から）

成文小学校
マックスポーツ武庫川（6月5日から）

下坂部小学校（バス移動）
コパンスイミングスクール塚口（6月11日から）

明城小学校
尼崎市立屋内プール サルーススイミング（6月13日から）
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市内小学校４校が市内の４施設においてモデル実施を行う。

実施について

実施期間︓令和7年6月3日（火）から令和7年9月30日（火）まで
実施方法︓各学年5回実施し、1回の指導時間は50分〜60分間とする。

施設のインストラクターが児童への水泳指導を行う。



学校水泳授業の民間施設活用モデル事業の詳細について

・熱中症リスクの高まりや雨天等天候不順による授業の中止など授業日数の確保が困難になる事
例や、児童の安全対策や施設の維持管理についても課題がある。

・教員の指導力向上、負担軽減も見据え、学校水泳授業がより充実したものになるように民間委
託も踏まえた本市の実情に合った効果的・効率的な授業の在り方の検証を行う。

・本市の学校プール施設は約6割が耐用年数の45年を越えており、学校プール施設の老朽化によ
り施設改修費用等のコストがかかる。

背景・目的
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学校水泳授業の民間施設活用モデル事業の詳細について
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本事業で期待される効果

・児童の引率に係る安全配慮
・移動等にかかる時間
・指導内容
・児童の泳力と教員の指導力向上

本事業での検証内容

・インストラクターが指導することによる児童の泳力向上と教員の指導力向上
・天候に左右されずに学校水泳授業が実施できる（雨天、暑さや熱中症等）
・快適なプール環境（安全面、衛生面の確保）
・教員の負担軽減（水質管理、プール管理、準備等）
・学校プール運営費、建設改修費等のコスト削減 など

・１施設につき複数校の実施
（夏実施と秋実施）
・施設への移動手段の検討
・拠点式等様々な実施方法の検討
・民間施設の効果的な活用

今後の見通し

拠点式と民間施設の併用


